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通常の学級における発達障害教育
の充実に向けた課題と今後の展望



本県における特別支援学級設置状況

現状と課題から
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（国）教育振興基本計画（Ｒ５～Ｒ９）

• インクルーシブ教育システムの推進による多様な教育的ニーズへの対応

• 多様性、公平・公正、包摂性（DE&I）ある共生社会の実現に向けた教育

の推進

宮崎県教育振興基本計画（Ｒ５～Ｒ８）

• 特別支援教育の視点に基づく授業づくりや学級集団づくりを推進し、イン

クルーシブ教育システムの実現を目指す

• ＳＷＰＢＳの推進

インクルーシブ教育システムの実現に向けた 国及び県の方針

現状と課題から
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インクルーシブ教育システム

障がいのある者と障がいのない者が共に学ぶ仕組み
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現状と課題から

例えば
授業参加を例に挙げると・・・。

それぞれの児童生徒が、
学習活動に参加している実感と達
成感をもちながら、充実した時間を
過ごすことができているか？
その過程で生きる力を身に付けてい
くことができるか？
を児童生徒に関わるすべての教員
が振り返ることが必要である。
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現状と課題から

アセスメント
共通理解
共同実践

この指導で長年やってきた。
でも、なかなかうまくいかないことが増えてきた。

展望
一貫性のある指導
手法を取り入れる
→実態把握に基づいた導入

アセスメントの問題
丁寧で具体的・客観的な実態把握

この指導で長年やってきた。

今でも自分の教科の時間はうまくいっている。
他の教科の時間に立ち歩きや暴言があるの
は、担当者が甘いからだ。

共感的理解を大切に対応してきたけど・・・。
疲れ果ててしまった。

認めて励ましてきたけれど、どんどん要求がエスカレートして
きた。

保護者が甘やかして
いるのが悪いから教育
するべき。

保護者と行き違いが生じて
から論点が変わってしまって
かみ合わない。
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現状と課題から

校内支援委員会
や

ケース会議

展望
校内支援委員会やケース会の在り方の見直し
〇 内容
〇 構成メンバー
〇 事前資料（ワークシートの活用）

児童生徒のできていないことのみの共有で
終わってしまう。

外部機関やサポート依頼を行う前に、校内で共通理解をしたり、
まずはできることを考えて実践したいけどできていない。

ケース会はすごく時間がかかる。

教師サイドの困っていることをただただ話すだけで
終わってしまう。

改善、解決への糸口
がまったく見つからない。



指導
助言

通常の学級等の担任

(ア)初任や経験の浅い教員を対象にした研修会

（例）
通常の学級等で生か
すことができる指導
の在り方
UDハンドブック

参加

参加

通級による
指導担当者
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通常の学級 通級指導教室幼・保等、高校、小・中特別支援学級

①学校の「特別支援教育力」の向上

(ア) 学びの場ごとに焦点化した巡回支援

指導
助言

小・中学校

②教員の発達障がい等教育に係る指導力向上

連携

(イ) サブエリアコーディネーターの養成と活用

教育行政

(ウ) スクールワイドＰＢＳ実践支援校訪問

(エ) 「授業のユニバーサルデザイン化」UDハンドブックの活用

UDバンドブック
活用ナビ

特別支援教育の推進に関する課題があり、スクールワイドＰＢＳの導入・実践を
希望する学校に対し、教育行政機関等が導入・実践に当たって指導助言等の支援を
行う訪問を行う。

エリアコーディネーターの補助的役割として、現籍校の近隣の学校の一次的な相
談窓口となり、助言等の支援を行う。上級コーディネーター養成研修修了者（小中
学校合わせて約70名）の中から、現籍校での役割等を踏まえて、県教育委員会が依
頼する。

通常の学級における特別支援教育の視点を生かした授業作りの在り方や工夫につ
いてまとめたマニュアルを各学校に配付し、研修等において活用を促すことで、児
童生徒のニーズに応じた指導の充実を図る。

(イ)特別支援教育CO.や特別支援学級担任等を対
象にした研修会

特別支援学級
の担当者

（例）
特別支援教育につい
て、教職員等に助言
ができるような専門
性を高める研修
スクールワイドPBS

参加

参加

特別支援教育コーディネーター

ＵＤハンドブックの活用
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ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
分かる！できる！

学校全体で取り組む授業の土台づくりハンドブック

令和４年３月 宮崎県教育委員会

ＵＤハンドブックの活用
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ＵＤハンドブックの活用
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ＵＤハンドブックの活用
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通常の学級 通級指導教室幼・保等、高校、小・中特別支援学級

①学校の「特別支援教育力」の向上

(ア) 学びの場ごとに焦点化した巡回支援

指導
助言

小・中学校

②教員の発達障がい等教育に係る指導力向上

連携

(イ) サブエリアコーディネーターの養成と活用

教育行政

(ウ) スクールワイドＰＢＳ実践支援校訪問

(エ) 「授業のユニバーサルデザイン化」UDハンドブックの活用

UDバンドブック
活用ナビ

特別支援教育の推進に関する課題があり、スクールワイドＰＢＳの導入・実践を
希望する学校に対し、教育行政機関等が導入・実践に当たって指導助言等の支援を
行う訪問を行う。

エリアコーディネーターの補助的役割として、現籍校の近隣の学校の一次的な相
談窓口となり、助言等の支援を行う。上級コーディネーター養成研修修了者（小中
学校合わせて約70名）の中から、現籍校での役割等を踏まえて、県教育委員会が依
頼する。

通常の学級における特別支援教育の視点を生かした授業作りの在り方や工夫につ
いてまとめたマニュアルを各学校に配付し、研修等において活用を促すことで、児
童生徒のニーズに応じた指導の充実を図る。

(イ)特別支援教育CO.や特別支援学級担任等を対
象にした研修会

特別支援学級
の担当者

（例）
特別支援教育につい
て、教職員等に助言
ができるような専門
性を高める研修
スクールワイドPBS

参加

参加

特別支援教育コーディネーター

スクールワイドＰＢＳ
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スクールワイドPBS

スクールワイドPBSとは・・

※スクールワイドPBS（学校全体で取り組むポジティブな行動支援）
問題を起こしている児童生徒だけでなく、すべての児童生徒を対象とした

校内支援体制

組織的アプローチで取り組む

第１層支援
学校・学級規模

第３層支援
特別な支援を必
要とする個人

第２層支援
配慮の必要な
一部の児童生徒

肯定的行動支援を、積極的に予防的に学校全体で行うものです。
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通級による指導の理解と通常の学級の連携

通級指導の実際

通級指導教室を生かした
校内支援体制整備

通常の学級におけるＵＤを
土台にした学級・授業づくり

次のような課題から、研修動画の作成を検討

○ 通級指導教室の新設に合わせて、初担当者の増加による学ぶ機会の必要性
（１校１教室または複数設置校でも障がい種が異なることからＯＪＴによる学びが難しい）

○ 熟練した指導者のノウハウを引き継いでいく必要性
○ 通級による指導で行われている指導を通常の学級の指導に生かしたり、校内支援体制
整備に生かしたりする必要性
○ ＵＤを土台にした通常の学級・授業づくり

小学校３校（情緒１、ＬＤ・ＡＤＨＤ２）
中学校１校（ＬＤ・ＡＤＨＤ）の指導の実際について撮影

小１校（エリア拠点校）
エリアコーディネーター、通級指導教室担当、通常の学級担任、
学校長による座談会を撮影

小１校
通常の学級の授業動画をＵＤの視点でエリアコーディネーター
が解説

13


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: インクルーシブ教育システムの実現に向けた　国及び県の方針
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: ユニバーサルデザインの視点を取り入れた 分かる！できる！ 学校全体で取り組む授業の土台づくりハンドブック
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

